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論文内容要旨
 日本における死亡順位を年令別にみた場合,35～64才までの年代では癌による死亡率が第1
 位を占めている。また,全癌死亡数を各臓器別にみても,昭和35年では男女共に胃癌が約半数
 を占めている。このようなわが国の悪性新生物の発見頻度の特徴から考えて,胃癌を制すれば癌
 による死亡を半減できると考え,その目的のために胃の集団検診(以下胃集検と略す)が全国的
 に普及していった。しかしながら,昭和48年の胃集検学会全国集計報告によると,全国での胃
 癌発見率は0.13%で,受診者数は310万人に達しているが,これは対象人口の8.9%に過ぎない。
 このような現状の中で,疫学的効果をさらに高める効率的検診方法が検討される必要があり,胃
 集検の受診方法および冑集検の対象集約化について検討を行なった。
 <研究目的〉
 本研究は,胃集検の効率化をはかるために,早期胃癌と'して発見されるためにはどのような受
 診間隔様式が適当であるか,また,どの年令層を中心に胃集検を行なえば効率的に胃癌を発見で
 きるか,を目的と'して,受診者側からみた胃集検の受診方法の効率化について,臨床医学的・疫
 学的に検討した。
 <研究対象〉
 昭和37年～49年までの13年間にわたって,モデル地区(宮城県女川町・七ケ宿町・豊里町
 の3町)における対象人口9,196名の受診者の実態と発生胃癌194例,ならびに昭和45年～47
 年までの3年間に,宮城県の胃集検で発見された胃癌357例を研究対象とした。
 <研究方法〉
 モデル地区の対象人口9,196名と発生胃癌194例を年令別と'集検受診群・未受診群に大別し,
 さらに,集検受診群については.受診群を1群(13年間に1回受診したもの),皿群(2回受
 診),皿群(3～5回受診),W群(6～9回受診),V群(10～13回受診)の5群に分けた。
 検討内容は,受診間隔の実態・受診間隔別による胃癌発見頻度・受診間隔別にる実測生存率・集
 検診群と未受診群の年令別胃癌死亡率の4項目について行なった。
 集検発見胃癌357例については,それぞれ,年令別胃癌発見率ど切除率・年令別5年相対生'
 存率を検討し,さらに,効率化で問題どなる集検発見胃癌の早期癌頻度については,深達度の確
 定した胃癌317例の集検受診の有無を過去5年以上にわたって追跡し,その前歴調査を基にし
 て受診間隔様式を,A群(初回受診群)・B群(間隔2年受診群)・G群(隔年受診群)・D群
 (逐年受診群)・E群(不定期受診群)に分類し,Retrospectiveに受診間隔と'発見胃癌の深達
 度との関係についても検討した。
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 <研究成績>・
 lI〕胃集検の受診間隔について:1)モデル地区の9,196名について,13年間の受診間隔の実態
 を調べてみると,逐年受診例(V群)は6.6%と少なく,受診者の半数以上が1～4年間隔で受
 診しており,隔年受診例(皿・W群)が約半数(46.3%)を占めていた。また高令になると未受
 診者の増加傾向が認められた。2)モデル地区発生胃癌194例について,受診間隔と胃癌発見
 頻度との関係は,未受診群2、22(対1000人・年)に対し,受診群発見頻度は,1群L65,H
 群L44,皿群1・33,W群。・91,V群。・59で,受診間隔が短かいほど,いいかえれば一定期間
 内の受診回数が多いほど,胃癌の発見頻度は近くなる傾向がみられた(P<0,05)。3)受診間
 隔と5年実測生存率との関係では,未受診群6.8%であるのに対し,受診群1群は23.1%,皿
 群23.5%,皿群30.8%,W群70%,V群100%で,受診間隔が短縮するにつれて生存率
 が良い(P<0、05)。4)深達度の確定した集検発見胃癌317例について,Retrospectiveに
 受診間隔と早期癌頻度の関係をみると,A群34.7%,B群58.8%,0群73.3懸D群79.2%で,
 受診間隔が短かいほど早期癌頻度は高く,最も高くなる受診間隔様式は,逐年および隔年受診方
 式である(P<0,05)。ただし,両群の間に有意差はみられなかった。(m胃集検の対象年令に
 ついて:1)集検発見胃癌357例の年令別発見頻度は,平均で0、16%であるが,39才以下で
 は低率(0.05%)で,70才以上では高率(0.60%)となり加令と共に頻度は上昇する。し
 かし,70才以上では進行癌が多く切除率が低い(6奥5彩)。2)年令別5年相対生存率は,
 `34才以下36.3%,35～39才59.5%,40才代76.1%,50才代77.6%,60才代69.7%,70
 ～74才54.5%,75才以上37.8%で,34才以下と75才以上では特に低率である(P<0.05)。
 3)モデル地区における集検受診群と未受診群との年令別胃癌死亡率(対10,000人・年)の差
 は,受診群8、22に対し未受診群では16.69と高い(P<0.005)。さらに,死亡時の年令別では,
 40才代の未受診群の死亡率は受診群のL3倍,50才代では4.4倍,60才代では2.2倍で,
 70才代ではほとんど相違は認められなかった。
 <考擦および結論>
 以上の成績より,胃集検の効率化について総括すると,1)受診間隔と集検発見胃癌の関係で
 は,最も良い受診間隔様式は逐年受診と隔年受診方式である。しかし,両者の間には統計的有意
 差は認められず,現状の受診間隔の実態,被検者の時間的・経済的な諸条件ならびに検者側の集
 検処理能力の制約などを考慮すると,効率化のための受診様式は,隔年受診が最も適当であると
 考えられる。次に,∬)胃集検の対象年令については,集検発見胃癌の発見率では40才以上が,
 {切除率では69才以下が,5年相対生存率では35～74才までが効率の良い集検対象年令と考え
 られる。しかしながら,胃癌死亡率に対する効果からみると50・60才代が胃集検の効率が最
 も良く,これらの年代を対象に集約化して積極的に検診を行なえば,胃集検の目的である胃癌死
 亡率減少という疫学的効果のための効率化を計ることができると考えられる。
 結論:著者は,胃集検の効率化のためには,受診間隔様式は隔年受診方式が良いこと,年令は
 35～74才を対象年令と'考え,かつ50～60才代を集約的に行なえば効率が良いという結論を得た。
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 審査結果の要旨
 わが国では胃癌を対象とした胃集検が広く行われているが,もっとも効率的な受診方式につい
 ての検討は少ない。本論文は,日本人の胃癌を早期に発見するためにはどのような受診間隔がよ
 いか,どの年令層を中心に胃集検を行えば効率的に胃癌を発見できるかということを目的として
 受診者側からみた胃集検の受診様式について検討したものである。
 この目的のために著者は宮城県の3つの町をモデル地区とし,昭和37年より49年までの
 13年間の対象人口9,196名の受診者の実態と発生胃癌194例,ならびに昭和45年より
 47年までの3年間に宮城県の胃集検で発見された胃癌357例を研究対象とした。モデル地区
 の対象人口と胃癌例を年令別ならびに集検受診群と未受診群とに大別し,受診群を更に,13年
 間に1回受診したもの,2回受診,3～5回受診,6～9回受診,10～13回受診の5つに分
 け,胃癌発見頻度,実測生存率などについて比較した。集検発見胃癌については,年令別,発見
 率,切除率,5年相対生存率を検討した。また深達度の明かな胃癌317例については,集検受
 診間隔から,初回受診群,間隔2年受診群,隔年受診群,逐年受診群,不定期受診群に分けて受
 診間隔と深達度との関係について検討した。これらよりつぎの結果を得ている。
 モデル地区では受診者の46%が隔年受診例で逐年受診例はわずか6.6%であった。受診間隔
 が短いほど,胃癌発見頻度は低くなり,5年実測生存率は良く,早期癌の頻度が高い。早期癌の
 頻度の最も高くなる受診間隔様式は,逐年および隔年受診で,両者には差はない。対象年令とし
 ては,発見率では40才以上,切除率では69才以下,5年相対生存率では35才より74才ま
 でが効率の良い集検対象年令といえる。これらの成績より著者は,胃集検は隔年受診方式で,年
 令は35才より74才を対象年令と考え,50代,60代を集約的に行えば効率がよいと結論し
 ている。
 'この研究は,胃集検の効率化の点から極めて重要かつ実際的な指針を与えるものであり,学位
 授与に価する。
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